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エコチル調査甲信ユニットセンター（信州⼤学）教授の野⾒⼭らの研究チームは、エコチ

ル調査詳細調査の約 5 千組の⺟⼦データを対象として、胎児期の⽔銀ばく露と⼦どもの 2 歳

または 4 歳の BMI※１との関連について解析しました。その結果、さい帯⾎中無機⽔銀濃度

と⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI との間に正の関連が⾒られましたが、メチル⽔銀では関

連は⾒られませんでした。 

本研究の成果は、令和 7 年 5 ⽉ 1 ⽇付で Elsevier から刊⾏される学術誌『International 

Journal of Hygiene and Environmental Health』に掲載されました。 

※本研究の内容は、すべて著者の意⾒であり、環境省及び国⽴環境研究所の⾒解ではあり

ません。 
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1. 発表のポイント 

 さい帯⾎中無機⽔銀濃度と⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI との間にわずかな正の関連

がみられました。 

 さい帯⾎中メチル⽔銀濃度と⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI との間に関連は⾒られま

せんでした。 

 無機⽔銀・メチル⽔銀の両⽅で、過体重または肥満と関連は⾒られませんでした。 

 

2. 研究の背景 

⼦どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から⼩児期に

かけての化学物質ばく露※2 が⼦どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度から全国で約 10 万組の親⼦を対象として環境省が開始した、⼤規模かつ⻑

期にわたる出⽣コホート調査です。さい帯⾎、⾎液、尿、⺟乳、乳⻭等の⽣体試料を採取し

保存・分析するとともに、追跡調査を⾏い、⼦どもの健康と化学物質等の環境要因との関連

を明らかにしています。 

エコチル調査は、国⽴環境研究所に研究の中⼼機関としてコアセンターを、国⽴成育医療

研究センターに医学的⽀援のためのメディカルサポートセンターを、また、⽇本の各地域で

調査を⾏うために公募で選定された 15 の⼤学等に地域の調査の拠点となるユニットセンタ

ーを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

 過去の研究から、⺟親の⽔銀※3 へのばく露と⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI との関連が

⽰唆されていましたが、結果は⼀致していませんでした。また、⽔銀の種別による関連の違

いは調べられていませんでした。そこで本研究は、胎児期の⽔銀ばく露と⼦どもの 2 歳また

は 4 歳の BMI との関連を疫学的な⼿法を⽤いて調べることにしました。 

 

3. 研究内容と成果 

 本研究では、約 10 万⼈の妊婦のうち、詳細調査に参加していた約 5 千組の⺟⼦のデータ

を使⽤しました。その中から、⼦どもに重⼤な先天異常の診断、妊婦の⽔銀の濃度が⽋測、

⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI が⽋測、に該当する妊婦を除いた 3,051 組の⺟⼦のデータ

を分析に使⽤しました。 

 ⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI については、詳細調査の結果を⽤いました。⽔銀につい

ては、さい帯⾎中の無機⽔銀およびメチル⽔銀を分析対象としました。関連因⼦として考え



  
 
られている⺟親の年齢、妊娠前 BMI、妊娠回数、喫煙習慣、飲酒習慣、年収、教育歴およ

び海産物の消費量の影響も考慮した上で、胎児期の⽔銀濃度と⼦どもの 2 歳または 4 歳の

BMI との関連について線形回帰分析※4 で検討を⾏いました。また、⼦どもの BMI が上位

85%以上のものを過体重または肥満とし、胎児期の⽔銀ばく露との関連について検討を⾏

いました。 

 検討の結果、さい帯⾎中の無機⽔銀濃度と⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI との間にわず

かな増加が⾒られましたが、メチル⽔銀ではそのような関連は⾒られませんでした。また、

無機⽔銀・メチル⽔銀の両⽅で過体重または肥満との関連が⾒られませんでした。 

 

4. 今後の展開 

本研究では、胎児期の無機⽔銀ばく露と⼦どもの 2 歳または 4 歳の BMI との間に正の関

連が⾒られましたが、メチル⽔銀では関連は⾒られませんでした。本研究における限界とし

て、考慮していない因⼦の影響の可能性があった点、⽇本の住⺠のみを対象としていた点な

どがありました。これらの点はエコチル調査では検討ができないため、今後、エコチル調査

外でのさらなる検討が期待されます。 

 

5. ⽤語解説 

※１ BMI（body mass index）︓肥満度を表す国際的な体格指数です。［体重（kg）／⾝

⻑（m）の⼆乗］で計算されます。 

※２ ばく露︓⾷べたり、触れたり、吸い込むことで化学物質が体内に取り込まれることを

⾔います。 

※３ ⽔銀︓⽔銀は重⾦属の⼀つです。主に⼤型⿂の摂取を介して低濃度のばく露があり、

胎児期のばく露により、⼦どもの発達などへの影響が懸念されている物質です。また⽔銀は、

化学形態に応じて、無機⽔銀と有機⽔銀に分けられます。有機⽔銀のうち、最も毒性が懸念

されているのがメチル⽔銀になります。無機⽔銀と有機⽔銀の総和を総⽔銀としています。 

※4 線形回帰分析︓複数の要因の影響を同時に考慮した上で関連を検討するための解析⼿

法です。 
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